
令和２年１１月９日（月）～令和２年１１月１５日（日）〔令和２年第４６週〕の感染症発生状況 

第４６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)突発性発しんでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．４９人と前週（１．６２人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．５１人と前週（０．５９人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

突発性発しんの定点当たり患者報告数は０．４１人と前週（０．５９人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】 
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今、何の病気が流行しているか！

第４６週報告数第２位

第４６週報告数第１位
寒い時期の感染対策！～新型コロナウイルス感染症～ 
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 川崎市における令和２年第４６週（１１月９日～１１月１５日）の新型コロ
ナウイルス感染症の報告数は１８８件と、これまで最多であった第３２週 
（８月３日～８月９日）の１５１件を上回り、前週から急増しました。 
 １１月に入り、今後は冬に向けて気温も下がります。これまでの基本的な感
染防止対策だけでなく、寒い環境下での適切な換気や適度な保湿などの対策も
併せて実施することが重要です。 

川崎市における新型コロナウイルス感染症の 
診断週別発生状況（令和２年） 

寒い時期における感染防止対策等のポイント
～新型コロナウイルス感染症～

基本的な感染防止対策

適切な換気 適度な保湿

●マスクを着用 

●人と人の距離を確保（１ｍを目安） 

●「感染リスクが高まる５つの場面」を避ける 

●３密を避ける、大声を出さない 

●機械換気による常時換気 

●機械換気がない場合は、 

室温が下がらない範囲で 

常時窓を開ける  
＊窓を少し開け、室温は１８℃以 

上を目安 

●換気しながら加湿 

­加湿器の使用 

­洗濯物の室内干し 

●こまめな拭き掃除 

＊湿度４０％以上を目安 

【感染リスクが高まる５つの場面】 

場面１
飲酒を伴う懇親会 

場面２
大人数や長時間に 

およぶ飲食 

場面３ 
マスクなし 
での会話 

場面４
狭い空間での共同生活 

場面５ 
居場所の切り替わり 

※市内医療機関からの報告数 


